
　
令
和
２
年
10
月
７
日
か
ら
９
日
の

日
程
で
、
宮
城
県
大
崎
市
の
大
崎
市

図
書
館
、
秋
田
県
藤
里
町
の
藤
里
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
宮
城
県
塩
竈
市

役
所
、
福
島
県
須
賀
川
市
の
須
賀
川

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
」

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
崎
市
の
大
崎
市
図
書
館
は
、
平

成
29
年
７
月
に
開
館
し
、
そ
れ
以
来

95
万
人
が
利
用
し
て
お
り
、
移
動
図

書
館
車
、
医
師
会
と
連
携
し
た
「
フ

ラ
ッ
と
い
し
か
い
サ
ロ
ン
」、
障
が

い
の
あ
る
人
が
利
用
し
や
す
い
書
籍

の
配
置
や
点
字
図
書
な
ど
、
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、
職
員
た
ち

の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
、
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

　
藤
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ひ
き
こ
も
り
者
支
援
で
大
き
な
成
果

を
上
げ
、
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

た
「
藤
里
方
式
」
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
が

自
ら
福
祉
の
枠
を
広
げ
、
仕
事
づ
く

り
や
地
域
食
材
を
使
っ
た
加
工
品
販

売
、
職
業
訓
練
の
食
堂
、
自
立
訓
練

な
ど
の
事
業
を
行
い
、
弱
者
と
言
わ

れ
る
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
、
ひ
き
こ

も
り
者
に
限
ら
ず
生
涯
現
役
で
活
躍

す
る
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
が
実

感
で
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
塩
竈
市
役
所
で
は
、
「
国
民
健
康

保
険
税
の
12
ヶ
月
納
付
」、
「
こ
ど
も

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
支
援
事
業

助
成
金
」
、
「
子
育
て
家
庭
応
援
パ
ッ

ク
」
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ｔ

ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
」
は
、
図
書
館
や
公
民
館

等
の
生
涯
学
習
を
は
じ
め
、
子
育
て

支
援
、
市
民
活
動
団
体
支
援
、
市
民

交
流
、
賑
わ
い
創
出
な
ど
様
々
な
機

能
が
融
合
す
る
施
設
と
し
て
、
街
の

中
心
部
に
平
成
31
年
に
開
館
し
た
５

階
建
て
の
複
合
施
設
で
す
。
中
・
高

生
な
ど
若
い
世
代
の
新
た
な
居
場
所

に
な
り
、
10
代
の
利
用
が
38
・
５
％

と
多
く
、
施
設
内
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
屋
内
遊
び
場
、
預
か
り
ル
ー

ム
な
ど
が
あ
り
、
子
育
て
中
の
保
護

者
も
利
用
し
や
す
く
、
図
書
館
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
実
感
で
き
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
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●
広
報
委
員

　
な
ぜ
議
員
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
企
画
、
活
動
し
て
い
る

の
で
す
か
。

◆
佐
藤
さ
ん

　
「
自
分
を
変
え
た
い
」

「
出
会
い
・
繋
が
り
を
大
切
に
し
た

い
」
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
中

で
、
も
っ
と
自
分
自
身
の
成
長
を
追

い
求
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た

私
は
、
誰
か
の
成
長
の
〝
き
っ
か
け
〟

と
な
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
、
そ

の
人
自
身
の
「
道
導
」
と
な
る
も
の

を
創
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
私
自
身
が
自
分
の
未
来
を
創

造
で
き
る
、
そ
ん
な
人
材
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
議
会
傍
聴
は
い
か
が
で
し
た
か
。

◆
事
前
に
議
員
さ
ん
か
ら
伊
達
市
の

課
題
、
注
目
す
べ
き
令
和
３
年
度
予

算
の
内
容
を
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た

の
で
わ
か
る
話
題
が
け
っ
こ
う
あ
り

ま
し
た
。
質
問
し
て
い
る
議
員
さ
ん
、

答
弁
す
る
市
長
さ
ん
や
部
長
さ
ん
た

ち
、
す
ご
く
緊
張
感
が
あ
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
し
、
笑
い
が
起
こ
る

と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く

遠
い
存
在
の
市
議
会
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
皆
さ
ん
に

も
議
会
傍
聴
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
意
外
と
お
も
し
ろ
い
」
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
す
み
ま
せ
ん
。

●
す
ば
ら
し
い
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。
将
来
に
つ
い
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

◆
大
学
で
は
公
務
員
を
目
指
し
て
行

政
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
第
一
志

望
は
伊
達
市
役
所
で
す
。
わ
た
し
は

伊
達
市
が
好
き
な
の
で
、
生
ま
れ

育
っ
た
伊
達
市
に
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
大
変
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
頑
張
っ
て
い
る

　  
伊
達
な
人
」

　
今
回
の
表
紙
は
霊
山
町
在
住
、
福

島
大
学
３
年
生
の
佐
藤
紀
香
さ
ん
で

す
。
佐
藤
さ
ん
は
「
若
年
層
の
投
票

率
の
向
上
」
を
目
的
と
す
る
団
体

「
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ
ピ
ー
」
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
に
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
市
議
会
議
員
の
活
動
に
同
行
、
体

験
す
る
）
を
企
画
し
、
先
の
３
月
定

例
議
会
も
傍
聴
し
て
い
ま
し
た
。



　
令
和
２
年
10
月
27
日
～
29
日
に
か
け

て
東
北
方
面
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

①
株
式
会
社
大
仙
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ
ジ
ー

　
秋
田
県
大
仙
市
に
あ
る
総
事
業
費

35
億
円
で
整
備
さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
を
視
察
し
た
。
施
設
は
燃
料
棟
・

ボ
イ
ラ
ー
棟
・
発
電
棟
の
３
つ
か
ら
な

り
、
隣
接
す
る
燃
料
供
給
事
業
者
よ
り

木
質
チ
ッ
プ
な
ど
年
間
82
万
ｔ
を
燃
料

に
出
力
７
千
50
㎾
を
発
電
し
て
い
る
。

防
塵
に
は
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
。

煤
煙
検
査
は
２
月
に
１
回
行
う
な
ど
環

境
に
配
慮
し
て
い
る
。

②
イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋
田

　
秋
田
県
で
は
一
番
大
き
く
、
床
面
積

１
２
４
万
㎡
、
グ
ル
ー
プ
内
で
は
中

核
、
専
門
店
で
約
１
８
０
０
人
、
他
イ

オ
ン
本
体
で
数
百
人
雇
用
し
て
い
る
。

１
９
９
７
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
順

次
拡
大
。
利
用
者
は
平
日
１
５
０
０
人
、

休
日
は
３
０
０
０
人
位
で
あ
る
。
モ
ー

ル
内
専
門
店
は
約
１
５
０
を
数
え
、
県

産
品
の
販
路
拡
大
に
も
積
極
的
で
あ

る
。
情
報
と
し
て
イ
オ
ン
石
巻
店
は
無

料
高
速
道
路
利
用
客
が
多
く
広
範
囲
か

ら
来
客
が
あ
る
。

③
Ｄ
Ｐ
Ｌ
岩
手
北
上
Ⅱ

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
が
建
設

し
た
物
流
セ
ン
タ
ー
で
建
屋
内
の
各
10

区
画
に
物
流
会
社
が
入
る
。
立
地
も
Ｉ

Ｃ
付
近
で
約
半
年
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
入

居
に
な
る
。

東
北
、
郡
山

か
ら
仙
台
間

に
物
流
関
係

施
設
が
な
く

伊
達
中
央
Ｉ

Ｃ
付
近
は
有

望
と
の
見
解

を
い
た
だ
い

た
。

④
栗
原
市

　「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の
事
業
」、

「
栗
原
市
企
業
連
絡
協
議
会
」
、
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
キ
ー
パ
ー
事
業
」、

「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
」
、
「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

事
業
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。
伊

達
市
と
同
じ
く

10
町
村
合
併
に
よ
り
で

き
た
市
で
、
雑
誌
「
田
舎
暮
ら
し
」
な

ど
で
移
住
先
希
望
者
が
東
北
で
は
常
に

上
位
入
り
し
て
い
る
。
ま
た
高
校
生
の

地
元
就
職
率
が
極
め
て
高
く
、
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
参
考
に
し
た
い
。

⑤
せ
ん
だ
い
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー

　
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

経
営
の
エ
ス
パ
ル
が
農
業
振
興
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
果
樹
栽
培
に
ス
マ
ー
ト

農
業
を
取
り
入
れ
、
大
学
と
も
共
同
研

究
し
、
Ｉ
Ｔ
化
す
る
こ
と
で
高
齢
化
、

後
継
者
問
題
の
解
決
を
目
指
す
。
伊
達

市
の
農
業
の
「
こ
れ
か
ら
」
が
そ
こ
に

あ
る
と
思
い
な
が
ら
研
修
を
終
え
た
。

　
令
和
２
年
11
月
５
日
か
ら
６
日
の

２
日
間
の
日
程
で
、
岩
手
県
久
慈
市

議
会
、
滝
沢
市
議
会
及
び
紫
波
町
議

会
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
は
、
「
通
年
議
会
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
①
通
年
議

会
を
導
入
し
た
理
由
、
②
本
会
議
、

委
員
会
の
開
催
経
費
、
③
開
議
（
再

開
）
の
ル
ー
ル
化
、
④
専
決
処
分
の

指
定
と
い
う
４
項
目
の
質
問
事
項
を

提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
内
容
を

も
と
に
し
て
質
疑
応
答
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
久
慈
市
議
会
で
は
、
通
年
会
期
制

の
導
入
に
よ
る
主
な
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
専
決
処
分
の
抑
止
。
審
議
時
間

の
確
保
に
よ
る
政
策
提
案
力
の
向

上
。
災
害
発
生
時
な
ど
の
緊
急
時
に

対
応
が
で
き
る
。
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
明
確
に
な
る
。
議
会
主
導
で
本

会
議
を
開
催
、
変
更
や
議
会
主
導
で

委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
が
実
施
で

き
る
。
議
案
等
を
い
つ
で
も
提
出
で

き
る
こ
と
に
よ
り
、
工
事
・
契
約
案

件
の
着
手
や
意
見
書
の
提
出
時
期
を

逸
す
る
こ
と
が
な
い
等
、
数
多
く
示

さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
執
行
部
の
議

会
対
応
へ
の
負
担
増
加
や
議
員
の
地

域
活
動
へ
の
支
障
等
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
十
分
に
協
議
を
重
ね
、
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
議
会
、
執

行
部
と
も
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　
次
に
滝
沢
市
議
会
の
導
入
の
効
果

と
し
て
は
、
住
民
自
治
の
た
め
議
会

は
常
に
開
店
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

議
員
の
活
動
量
が
増
加
し
、
会
議
数

は
１
・
８
倍
に
な
り
ま
し
た
。
持
続

的
な
政
策
論
議
が
で
き
る
こ
と
で
、

市
民
の
声
を
議
会
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
議
員
個
人
の
意
識
（
使

命
感
、
責
任
感
）
が
向
上
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
紫
波
町
議
会

か
ら
は
、
常
任
委
員
会
活
動
で
は
、

新
た
な
調
査
項
目
も
通
年
追
加
で
き

る
な
ど
活
動
の
活
発
化
や
、
議
員
の

取
り
組
み
姿
勢
の
向
上
等
の
効
果
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
し
た
市
町
で

数
多
く
の
効
果
が
あ
る
た
め
、
導
入

の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
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